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少数の色刺激を用いて,ニホンザルに ｢同異｣

という関係の概念の形成を訓練し,彼らの抽象能

力を吟味するとともに,この概念形成を促進する

条件は何かを検討した｡

同異概念の形成は ｢同只｣という刺激問関係に

拭く行動が形成されることで示される｡従来,同

罪の判断が要求される課出の訓練を多数の刺激に

関 して行なえば,サルFl(リスザル,オマキザル,

アカゲザル)では.新 しい刺激に対しても,刺激

そのものでなく同穴の関係に基く行動を示すよう

になることが,odditylearningset手続き紺を用い

て明らかにされている｡

しかし同異の関係は,少数の刺激,例えば2種

の刺激から構成されるAA.BB,AB,BA,の

4種の刺激対からでも抽象できる｡それにもかか

わらず,サル矧 こおいて少数の刺激からどの程皮

容易に同穴概念が形成されるかに関しては,未だ

明確な円料が示されていない.

この問いに答えるため.実験 1では同穴の関係

激をmいて,4i7-Rのサルに次のような訓練を施し

た｡透明な2個のキーに袋側から色光 (赤,栄)

を照射 した｡照射された2色が｢致している試行

では,キーの直下にあるレバーを押す反応が,変

動間隔 (ⅤⅠ)スケジュールに従い,平均20秒に

1回,不定期に餌で強化された｡2色が一致して

いない試行ではレバーを押 しても餌は出現しない

(消去)｡1試行は強化又は20秒で終了した｡2

色の一致した試行での時間あたりのレバー押し反

応率が.一致しない試行のそれの9倍以上になっ

柑 数個の刺激物体を同時に動物には示する｡そ

のうち1個が他と兜なっており.動物はそれを

動かせば報酬を得ることができる｡刺激物体を

1-数試行で次々変えて訓練すると,サルは常

に1桐だけ只なった物体を選ぶようになる｡

た後,VIの債を徐々に60秒までのばした｡その

のち半分の試行にTIとTI柑 (個体によっては黄と

i.Ii絞)を提示して. レバー押 しをiTlは しながらこ

れらのm刺激に対して()Ttf芦田が蛇移するかをテス

トした｡その納札 3y7iのサルでは.所刺激に関

しても.2色の一致した試行では一致しない試行よ

りも高い反TL.k-lfiを示 した｡この耶'火から.ニホン

ザルは最小限の数の刺激から.少なくとも色に関

する同異概念を形成できることが初めて示された｡

この結果は見本合わせと呼ばれる場両での著者

の過去の托料と対照的であった｡見本合わせとは.

見本刺激に続いてLn示される通1;E;2仰の比較刺激

のうち,見本と一致 した刺激を選ぶ反応が強化さ

れる課越である｡2色に関 してこの課血を習得し

た後でも.新しい色に対してはサルはほとんどで

たらめに反応することを,著者はすでに明らかに

しているO従って,実験 1と見本合わせとの両手

続きの間の何らかの実験変数の相違が,同異概念

の形成を促進していることが示唆された｡以下の

2実験はその要因の同定のために実施された｡

実験2では ｢同じ｣刺激と ｢異なる｣刺激を継

時的に提示 し.それぞれに対して只なった反応を

積極的に形成することの効果を,2iiTIのサルを用

いて調べた.2つのキ-に色光 (赤,栄,lT'J'･)が

提示され.2色が一致した試行では成下のレバー,

一致しない試行では左側の別のレバーを押す反応

が,それぞれ直ちに強化された.正反応率が90%

を越えた後,1/4の試行にlrlf緑..LILt私 共を提示

し,これら新刺激の下での正反応率を.反応の正誤

に関する情報を与えない形で調べた｡その結果,

このテスト試行での正反応率はほぼ偶然レベルに

すぎず,この要因の11効他は却下されたo

'j!験3では試行内の牡化スケジュールの効果を

調べた｡3頑のサルに3色 (赤,栄,育)を用い

てまず通常の見本合わせを訓練した｡3個のキー

のうち中央に見本刺激が照射され,そのキーを押

すことにより両側に2つの比較刺激が照射された｡

ここで見本と一致した刺激の照射されたキーを押

す反応が直ちに強化された｡正反応率が90%を越

えたのち,1/4の試行に首鼠 黄緑,黄を提示し

て実験2と同様のテストを行なった｡続いてもと

の3色だと=こ戻し,見本と一致した比較刺激を押
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す反応をⅤⅠスケジュールで強化する手続きに変

更した｡1試行は強化又は20秒で終了した｡ⅤⅠ

値を徐々に60秒までのばしたのち, 1/4の試行に

青緑,黄緑,黄を導入し.テスト試行での反応を

消去しながらテストした｡その結果,ⅤⅠを導入

した手続きでの訓練後には,テスト試行での正反

応率は,通常の手続きでの訓練後よりも有意に上

昇 した｡このことから,ⅤⅠスケジュールが同異

概念の形成を促進したことが示された｡

以上より. 1)ニホンザルは必要最小限の数の

刺激から同異概念を形成できるはどすぐれた抽象

能力を持っことが,適切な手続きを用いることに

よって明らかにされるとともに,2)この概念形

成を促進した決定的要因は,試行内に配置された

ⅤⅠスケジュールであることが示された｡

2 追跡運動に関与する前頭前野ニュー

ロンの無名質自己刺激に対する応答

船橋新太郎

大脳皮IFI前朗前野の関与する行動の発現におけ

る,脳内自己刺激 (ICSS)有効部位の役割を明

らかにするため,前頭前野ニューロンに及ぼす

ICSSの効果を調べた｡前頭前野には.随意的な

超勤の光跡 こIXl係するニューロン,運動の開始や

報酬の山現を予期した活動を示すニューロン,報

酬の山現により賦活されるニューロン.等の存在

が明らかにされている｡一方,脳内刺激を報酬と

して行動を行なわせると,動物は刺激を求めて行

動をくり返すことが見出されている｡前頭前野に

は.ICSS有効部位の刺激で応答を生ずるニュー

ロンの存在が報告されているが,このようなニュー

ロンがどのような機能をになっているのかは明ら

かではないOそこで.ICSSは,運動発現に関係

するニューロンを賦活することにより,次の行動

の開始を促進するように作用するのか｡報酬出現

により賦活されるニューロンに,報酬出現の情報

を送っているのか｡あるいは,報酬出現に対して

予期的な活動を示すニューロンは,ICSS部位に

何らかの情報を送っているのか,等を明らかにす

る目的で実験を行なった｡

サルには視覚性追跡課題を行なわせ,この課題

の遂行に伴って活動変化を示すニューロンにおけ

るICSS有効部位の刺激効果を調べた｡ICSS部

位としては,ICSSの効果の得られることが相告

されており,また,前頭前野に線維投射している

ことが報告されている無名質 (Substantiainno一

minata)を選んだ｡サルには,手首の屈曲 ･伸

展により,決められたスタート位置から,GOシ

グナルの提示と同時に示される目標位置までハン

ドルを動かすことを学習させ,報酬として無名質

の刺敦 (100Hz,0.2ms, 1.5mAのパルスを

24)を与えた｡

全体で66個のニューロンが追跡運動に伴って活

動変化を示 した｡これらのニューロンを,活劫交

化の生ずる時期及び活動パターンの相違により3

つのタイプに分校したOタイプ1は,運動の開始

付近で活動増加の見られたニューロンで,31個が

これに屈した｡活動のパターンとタイミングより,

遊動発現に関係するニューロンと考えられた.こ

の31個のニューロンのうち,8個が無名質刺激に

より逆行性応答を,5個がn旧行性応答を示したが,

一万,18個は刺激には応じなかった｡タイプ2は,

報酬の提示に300-500ms先行して活動の漸増

の見られたニューロンで,26個がこれに属した｡

このタイプのニューロンは.報酬出現に対して予

期的な活動を示 していると考えられるが,26個の

うち,18個が細名質刺激に応 じ,うち15個が逆行

性応答を,3個がJIUi行性応答を示した.タイプ3

は,GOシグナルの提示から報酬の出現までtonic

に活動増加を示すニューロンで,9個がこれに属

した｡このニューロンでは,6個が無名nLf刺激に

応じ,うち5個が順行性応答を,1個が逆行性応

答を示した｡

以上の結果より,①無名質の報酬刺激は,前頭

前野の特定のタイプの活動を示すニューロンにの

み効果を及ぼすのではなく,様々なタイプの活動

を示すニューロンに効果を及ぼすこと｡㊥各々の

タイプのニューロンで,応答するニューロンの割

合及び順行性応答,逆行性応答の比に違いのある

ことから,前頭前野の機能的に異なったニューロ

ンは,無名質と異なった解剖学的関係をもってい

ること｡㊥少数ではあるが,運動発現に関与する

と考えられるタイプ1のニューロンで順行性応答

の見られたことから.ICSSは,このようなニュー

ロンを介して.運動発現を促進する作用のあるこ

とが考えられること｡④報酬出現に対して予期的

な活動を示 していると考えられるタイプ2のニュー
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